
2017年度　徳島大学　後期理系　第３問

問題 複素数平面上の原点と異なる点 ®に対して，z = ®
2 ¡ 4
® + 4iとする。ただし，iは虚数単位である。

(1) ® = a+ bi (a，bは実数)，z = x+ yi (x，yは実数)とするとき，xおよび yをそれぞれ a，bで表せ。

(2) ®が単位円周上を動くとき，z = x+ yi (x，yは実数)が xy平面に描く図形の方程式を求めよ。

(3) ®の極形式を ® = r(cosµ+ i sinµ)とおき，
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とする。¯2 = zであることを示せ。

(4) (3)で定めた ¯において r = 1とする。µが 0 · µ · 4¼の範囲を動くとき，¯ = x+ yi (x，yは実数)が

xy平面に描く図形の方程式を求めよ。
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